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	加賀太胡瓜、大ピンチ！犯人は誰だ？
	長年この胡瓜を育てているｓ様に聞いてみたところ「ネキリムシの仕業ではないか」とのこと。ネキリムシとは根本に近い茎や葉を食害する蛾の幼虫で、一晩で植物をダメにしてしまう恐ろしい虫です。苗を植える段階でしっかりと薬を撒いておかないといけないとのこと。来年の栽培に活かそうと思います。
	なんと突然一部がごっそり枯れてしまったのです。水も肥料もあげていたのに枯れてしまった理由が分からず、
	　順調かと思われた加賀太胡瓜の栽培ですが、近頃異変が起きました。
	　虫にやられた茄子が復活して実をつけ始めました。プランターのピーマンも実がついてきています。
	7月21日 全長29ｃｍ
	　来年栽培する時に使用する種を採取するため、育ちが良い胡瓜を残してネットで支えています。まるで冬瓜のような大きさです。
	種採取用の胡瓜、巨大化

	せせらぎ園芸新聞
	8月1日
	　夏野菜の収穫が順調に進んでおります。７月も終わり、今度は秋冬の野菜作りに向けた準備が始まります。どんな野菜を作ろうかと、考えるだけで楽しいですね。
	-編集後記


	人間も野菜も暑さにヘトヘト
	マンは葉っぱが下に垂れてしょんぼり。それに加えてカメムシも大量発生してしまい、水やりついでに追い払いました。
	　梅雨が明けて本格的な夏がやってきました。連日三十度を超える暑さで畑の植物たちもグッタリしています。朝に水やりをしても、昼にはカラカラで、特にプランターで育てているピー



